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天

人
か

ら

天

女
へ

1
な
ぜ

五

衰
の

天

人

が

女
性
と

さ
れ

る

よ一
つ

に

な
っ

た

の

か

ー

　

　

　
　
　
　

　
　

山

本

陽

子

序

経
典
と

絵
師
と

観
者
−
立
場
と

天
人

の

性
別

　
現

在
の

日

本
で

は

天

人

と

天
女
が

ほ

ぼ

同

義
語

と

な

っ

て

い

る

よ

う
に、

天

人

と

い

う

言

葉
か

ら

連
想
さ

れ

る

の

は

女
性
の

み

で

あ

る
。

し

か

し

仏
教
経
典
の

中
で

は

切
利
天

の

主

で

あ

る

帝
釈
天

や、

四

天

王

が

男
性
と

さ

れ

る

よ

う

に、

も

と

も

と

天

人

の

性
別
は

女
性
に

限

ら

れ

る

も

の

で

は

な

か
っ

た
。

そ

れ

が

な

ぜ、

女

性
の

み

が

想
起
さ

れ

る

よ

う
に

な
ワ

た

の

か

を

考
察
す

る

の

が

本
論
の

趣
旨
で

あ

る
。

　
美
術
史
専
攻
の

筆
者
が、

日

本
中
世

に

お

け

る

天

人
の

概
念
へ

の

女

性
性
の

付

加

の

理

由、

と

い

う
分
野
違
い

の

こ

と

を

追

求
す

る

発

端
と

な
っ

た

の

は、

一

昨
年
の

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　（
1＞

紀
要
第
十
四

号
の

拙
論、
「

聖

衆
来
迎

寺
本
六

道
絵
「

天

道
」

幅
小
考
L

へ

寄
せ

ら

れ

た

二

つ

の

意
見

で

あ

る
。

　
聖

衆
来
迎
寺
蔵
六

道
絵
は、

六

道

世
界
の

苦
悩
と

救
済
を

最
も

詳
細
に

描
い

た

作

天
人
か

ら

天

女
へ

山

本
陽
于

＊

　一
般
教
育

　
准
教
授

　
美

学
美
術
史
〔
日

本
・
東
洋）

品

で
、

天
道
幅
は

享
楽
的
な

光
景
の

中
央
に、

天

界
で

の

寿
命
が

尽
き

る

前
兆

の

五

衰
に

苦
し

む
天

人
を

表

す
〈

図
1

＞ 。

こ

の

人
物
は

従
来
美
術
史
に

お

い

て

は
、

大

　
（
2）
　

　
　
　
　
（
3）

串
純
夫
や

加
須
屋
誠
に

よ

り、

天

界
の

主
で

あ

る

帝
釈
天

に

去
ら

れ

た

老
天

女

と

し

て

解
説
さ

れ

て

き

た
。

拙
論
の

趣
旨
は、

こ

の

五

衰
の

天

人
が

男

性
で

あ

り
、

帝
釈

天

を

意
味
す

る

と
い

う
内
容
で

あ
っ

た
。

こ

の

見
解
は

概
ね

受
容
さ

れ

た

よ

う

で、

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　（
4）

昨
年
刊
行
さ

れ

た

『

国
宝

　
六

道
絵
』

の

「

各
幅
解
説
」

に

お

い

て

も、

五

衰
の

天

人

に

は

『

往
生

要
集
』

の

解
説
が

引
か

れ、
「

宮
殿
の

主
で

あ

る

帝
釈
天

そ

の

人

で

あ

る

こ

と

を

暗
示
す

る
」

と

述
べ

ら

れ

て

い

る
。

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

（
5）

　
拙
論
に

対
し

て

寄
せ

ら

れ

た

意
見
の

｝

つ

は

仏
教
学
の

苫
米
地

誠
一

か

ら

で
、

教

理

的
な

立

場
か

ら
す

れ

ば、

経
典
か

ら

し

て

も

『

往
生

要
集
』

か

ら

見

て

も、

五

衰

の

天

人
を

「

天

女
」

と

考
え

る

こ

と

は

で

き

な

い
、

切
利
天

を

描
い

た

と

な

れ

ば

五

衰
の

天

人

は

仞
利
天

王

と

し
て

の

帝
釈

天
と

考
え

る

の

は

常
識
で

あ

り、

な

ぜ

そ

れ

が

「

天

女
」

と

解
釈
さ

れ

て

来
た

か

の

方
が

不
思
議
だ

と
い

う
。

ま

た、

聖

衆
来
迎

寺
本
以
外
の

天

人
が

天

女

と

し

て

描
か

れ

て

い

る

と

し

た

こ

と

に、
「

画
か

れ

た

全

て

の

天

人

の

姿
が

女

性
的
で

あ

る

な

ら

ば、

そ

れ

は

全

て

が

天

女
な

の

で

は

な

く、

男
天

も

女

天

も

共
に

同

じ

女
性
的
な

姿
で

画

か

れ

て

い

る

と
い

う
こ

と
」

で

は

な
い89
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明

星

大

学
研
究
紀
要

【

冂

本
文
化
学

部
・
言

語
文
化
学
科
】

第
十
六
号

　
二

〇

〇
八

年

go

か

と
問
う。

　
一

方、

六

道

絵
の

受
容
者
を

視
野
に

入
れ

た

加
須
屋

誠
は

、

『

国
宝

　
六

道
絵
』

　

　
　
　
　

（
6）

の

A

全

場
面
解
説
V

に

お

い

て

山

本
の

見

解
を

紹
介
し

た

上

で
、

「

仞
利
天

の

天

人

に

は

性
差
が

あ

る

の

で
、

教
理

的
に

は

ど

ち
ら

と

も

受
け

取
ら

れ

る。

こ

れ

を

男
と

み

る

か

女
と

み

る

か
、

あ

る

い

は

五

衰
を

迎

え

た

天

入
に

感
情

移
入

す

る

か
、

彼

（

彼
女
）

を

「

臭
い
」

と
い

っ

て

忌

み

嫌
う

側
の

若
い

天

女
に

同

調
す

る

か

は、

本

幅
を

前
に

し

た

観
者
の

主
体
性
に

任
さ

れ

て

い

る

の

だ

ろ

う
。

こ

の

場

面
は

そ

う

し

た

複
数
の

視
座
に

開
か

れ

て

い

る
。

L

と

い

う
。

　

実
際、

聖

衆
来
迎
寺
本
の

天

入

が

男

性
と

し

て

描
か

れ

た

に

も

か
か

わ

ら

ず、

こ

　

　
　
　
　

　

（
7）

の

絵
の

絵
解
き

台
本
に

お

い

て

は、

五

衰
の

天

入
は

女
性
と
し

て

語
ら

れ、

近

代
に

な
っ

て

も

大
串
以
来
数
十
年、

天

人
を

女
性
と

し

た

解
説
に

対

す
る

異

議
は

、

管
見

の

限

り

で

は

見
当
た

ら

な
い

。

　

両

者
の

見
解
の

違
い

は、

作
品

を

挟
ん

で

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場
を

浮
き

彫
り

に

す

る
。

六

道
絵
の

出
発
点
と

な

る

仏
典
の

解
釈
を

扱
う
者
と、

終
着
点
と

な

る

観
者
の

享
受
．

の

状
況

を

扱
う
者
と

、

先
の

拙
論
は

そ

の

中
間
の
一

点、

作
品

の

意
図

−
聖
衆
来
迎

寺
本
の

絵
師
が
、

五

衰
の

天

人

を

男
女

ど

ち

ら

の

つ

も

り

で

描
い

た

か

ー
に

限

定
し

た

も

の

で

あ
ウ

た
。

　

し

か

し、

絵
師
と

は

異

な

る

立

場
に

あ

る

両
者
の

見

解
の

相
違
は、

新
た

な

論
点

を

提
示

す
る
。

ま

ず、

男

性
と

し

て

描
か

れ

た

は

ず
の

こ

の

絵
の

五

衰
の

天

人

を

女

性
と

し

て

受
容
す

る

こ

と、

或
い

は

他
の

絵
の

五

衰
の

天
入
が、

女

性
と

し

て

描
か

れ

る

こ

と

が

実
際
に

あ
っ

た

か

否
か
、

の

検
証
で

あ

る
。

　

そ

の

上

で

追
求
し

た
い

の

が、

な

ぜ

教
理

的
に

は

男
性
で

あ

る

は

ず
の

天

人

が
、

日

本
で

は

女
性
と

し

て

受
容
さ

れ

た

か

の

理

由
で

あ

る
。

仏
典
に

基
づ

く

も

の

以

外

の

何
の

要
因
に

よ
っ

て、

五

衰
の

天

入
が

女

性
と

し

て

見
ら

れ、

語
ら

れ

た

の

か
。

そ

こ

に

あ
っ

た

日

本
の

天

人
伝
説
の

影
響
を

考
察
し

た

い
。

絵
師
と

観
者
−
聖

衆
来
迎

寺
本
五

衰
の

天
人
の

性
別
を

め
ぐ
っ

て

　

天
人
の

五

衰
を

述
べ

る

『

往
生

要

集
』

で

は、

例
に

挙
げ

ら
れ

た

仞
利
天

の

場
面

に

主

語
は

な

く、

五

衰
の

天

人

は

男

性
で

あ

る

と

も

女
性
で

あ
る

と

も

記
さ

れ

て

い

な

い
。

天
人
を

見
捨
て

る

者
に

天

女
・

眷
属
と

い

う
言
葉
が

使
わ

れ

る

の

み

で

あ

る
。

こ

の

条
が

基
づ

く
と

い

う

『

大

乗
理

趣

経
六

波
羅
蜜
多
経
』

の

同

箇
所
で

も、

同

じ

く

五

衰
の

天

人
の

主
語

は

書
か

れ

て

い

な
い

。

こ

の

文
面

か

ら

は

五

衰
の

天

人

は

男

女

の

何
れ

と

も

解
釈
で

き

る。

　

そ

こ

で、

聖

衆
来
迎

寺

本
六

道
絵
天

道
幅
で

は

五

衰
の

天

人
は

何
れ

と

し

て

描
か

れ

た

か
、

あ

ら

た

め

て

図

様
で

確
認

し

た

い
。

図
の

上

下

に

は

『

往
生
要

集
』

の

記

述

に

基
づ

い

て、

五

衰
の

天

人

の

追
憶
と

し

て

挙
げ
ら
れ

る、

天

入

た

ち

が

群
れ

集

う
さ

ま

ざ

ま
の

園
苑、

乗
り

手
の

な
い

象、

放
置
さ

れ

た

車
や

兜
な

ど
の

光

景
が

散

り

ば

め

ら

れ

る。

そ

こ

に

遊
ぶ

天

人

た

ち

は、

冠
と

髪
形、

胸
高
に

帯
を

結
ん

で

裳

を

着
け

る

か
、

帯
を

腰
で

結
ん

で

袴
を

は

き

長
靴
を

履
く

か

に

よ

っ

て、

男
女
の

別

が

描
き

分
け

ら

れ

て

い

る
。

　

最
も

目
を

引

く
上

部
の

善
見

城
の

建
物
の

内
に

人
影
は

な

く
、

中
央
に

は

空
の

玉

座

が

描

か

れ

る
。

そ

の

下
方、

門
外
中
央
の

土

の

上

に

倒
れ

た

五

衰
の

天

人

〈

図

2
＞

と、

傍
ら

に

袖
で

鼻
を

押
さ

え

て

立

つ

二

入
の

天
女
が

描
か

れ

て

い

る
。

　

こ

の

場
面

は

『

往
生

要
集
』

の
、

天

人
が

命
終
に

臨
む

と

き
に

現
ず
る

「

一

に

は

頭
の

上

の

花
鬘
忽
ち

に

萎
み、

二

に

は

天

衣、

塵
垢
に

著
さ

れ
、

三

に

は

腋
の

下
よ

り

汗
出
で

、

四

に

は

両

の

目

し

ば

し

ば

胸
き、

五

に

は

本
居
を

楽
し

ま

ざ

る

な

り
。

こ

の

相
現
ず
る

時、

天

女
・

眷
属、

皆
悉
く

遠
離
し

て
、

こ

れ

を

棄
つ

る

こ

と

草
の

如
し。

」

と

い

う

五

衰
の

相
を

忠
実
に

表
現
し

て

い

る
。

　

す

な

わ

ち

萎
ん

だ

花
鬘
は

天

人

の

傍
ら

に

落
ち、

塵
垢
に

著
さ

れ

た

天

衣

は

足

元

N 工工
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に

色
あ

せ

て

蟠
る

。

腋
の

下
よ

り

出

る

汗
の

臭
気
は、
「

草
の

如
く

」

こ

れ

を

棄
て

る

天

女

た

ち

が

鼻
を

押
さ

え

る

こ

と

で、

胸
い

た

目

は

閉
じ

て

描
か

れ

る
。

「

本
居

を

楽
し

ま

ざ

る
」

の

表
現

に

該
当

す

る

の

が
、

善
見

城
の

空
白
の

玉

座
で

あ

る
。

画

面

中
央
に

倒
れ

た

五

衰
の

天

人
の

位
置

は

玉

座
の

直
下

に

あ

た

り、

こ

の

延

長
線
状

に

は

誰
も

描
か

れ

て

は

い

な

い
。

天

人
は

城
外
の

土

に

倒
れ
、

「

本
居
」

で

あ
っ

た

玉

座
を

「

楽
し

ま

ざ

る
」

の

で

あ

る
。

　

し

た

が

っ

て、

こ

こ

に

描
か

れ

た

五

衰

の

天

入
は

善
見

城
の

主、

帝
釈
天

そ

の

人

と

い

う
こ

と

に

な

る
。

善
見

城
の

主

と

し

て

の

座
に

安
居

で

き

な

く

な
っ

た

帝
釈
天

と

し

て

『

往
生
要

集
』

の

五

衰
の

天

人
が

言
う

嘆
き

の

「

善
見
の

宮
城
は

今
ま

さ

に

断

た

ん

と

す。

帝
釈
の

宝

座
は

朝
謁

す
る

に

由
な

し
。

殊
勝
殿
の

中
に

は

永
く

瞻
望

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
（
3）

を

断
ち、

釈
天
の

宝

象
に

は
、

い

つ

れ

の

日

か

同
に

乗
ら

ん
。

衆
車
苑
の

中
に

は

ま

た

能
く

見
る

こ

と

な

く
、

麁

澁
苑
の

内
に

は

介
冑
長

く

辞
す

。

」

の

言
葉
と、

空

の

玉

座、

乗
り

手
の

な

い

象、

放
棄
さ

れ

た

車
や

兜
は

対
応
す

る
。

さ

ら

に

五

衰
の

天

人
が

ひ

と

き

わ

大
き

く

描
か

れ

て

い

る

こ

と

も
、

地

に

倒
れ

て

さ

え

そ

の

帝
釈
冠
を

頭
上
に

き

ら
め

か

せ

て

い

る

こ

と

も
、

こ

の

推
定
を

裏
付
け

る
。

　

で

は

五

衰
の

天

人
の

性
別
は
、

当
人

の

姿
に

ど

の

よ

う
に

表
さ

れ

る

の

か
。

土

気

色

の

肌、

色
褪
せ

た

衣、

冂

元
の

皺、

筋
張

っ

た

腕
と
い

ワ

た

描
写

は、

老

衰
を

表

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

現
し

た

も
の

で

男
女
を

問
わ

な

い
。

し

か

し
、

由

2　聖衆来迎寺本六道絵

天 道幅五 衰 の 天 人

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

ネ

を

肩
ま

で

ま

く
っ

て

頬
杖
を
つ

き
、

股
を

大

き

く

広
げ

て

腰
を

落
と

し

た

姿
勢
は

女
性
に

由
来
す
る

も

の

で

は

な

い
。

下

半
身
の

着
衣
も

股
の

下
に

線

が

描
か

れ

て

い

る

の

で、

女
性
の
尼

腹

く

裳
で

は

な

く、

袴
状
で

あ

る
。

こ

の

絵
に

お

い

て

絵
師
は

五

衰
の

天

人
を

男
性
と

し

て

描
い

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　
し

か

し

現

実
に

は、

本
図
の

天

人
は

女
性
と

し

天
人
か

ら

天

女
へ

山

本

陽
子

て

語

ら
れ

て

来
た

。

聖
衆
来
迎

寺
本
六

道

絵
は
、

近
世

初
期
に

は

出
開
帳
が

行
わ

れ
、

さ

ら

に

模
本
や

版
本
が

作
ら

れ、

絵
解
き

に

も

供
さ

れ
、

そ
の

図

様
と

内
容
は

広
く

知
ら

れ

る

こ

と

と

な
っ

た

と
い

う。

そ

の

明
治
二

十
九
年
に

写

さ

れ

た

絵
解
き

台
本

が、

『

国
宝

　
六

道
絵
』

に

『

六

道

繪
相
略
縁
起
』

と

し

て

掲
載
さ

れ

て

い

る

（

註

7
参
照
）

。

　
こ

の

台
本
は

『

往
生

要
集
』

を

読
み

下

し、

解
説
を

加
え

た

も

の

で

あ

り、

天

人

の

嘆
き

の

「

帝
釈
の

宝

座
は

朝
謁
す

る

に

由

な

し。
」

を
、

「

是
レ

ハ

諸
ノ

天

女
毎
日

帝
尺
天

ノ

宮
中
二

朝
拝
ス

ル

ニ

、

我
ハ

今
〔
マ

〕

如
是
捨
ラ

レ

テ

其
ノ

座
二

列
ス

ル

コ

ト

能
ス

ト

嘆
ク

ナ

リ
、．一

と、

か

つ

て

帝
釈
天

の

宮
中
に

仕
え

た

天

女

と

し

て

解

く
。

ま

た

「

殊
勝
殿
の

中
に

は

永
く

瞻
望
を

断
ち
」

を

「

是
レ

ハ

帝
尺
ノ

寝
殿
ナ

リ、

諸
ノ

宝
ヲ

荘
リ

立

タ

リ、

我
レ

今
ハ
コ

レ

ヲ

見
ル

コ

ト

无
シ

ト

ナ

リ
」

と、

帝
釈
天

の

寝
所
に

召
さ

れ

る

こ

と

が

な

く

な
っ

た

と

解
く。

し

た

が
っ

て

五

衰
の

天

人
は、

帝
釈
天
の

寵
愛
を

失
っ

て

城
に

居
る

こ

と

が

で

き

な

く

な

っ

た

天

女

と

い

う
こ

と

に

な

る
。

五

衰
の

天

人
を

女

性
と

す
る

大

串
と

加
須
屋

の

解
説
も

、

江

戸
時
代

以
来
の

こ

の

台
本
の

読
み

に

沿
っ

た

も
の

で

あ

る
。

二

　
絵
師
と

語
り

手
−
日

本
に

お

け
る

天

人
五

衰
観

　
一

方、

聖

衆
来
迎

寺
本

以

外
の

六

道
絵
で

は、

天

人

五

衰
の

場
面

は

ど

の

よ

う

に

描
か

れ

て

い

た

の

か
。

結
論
か

ら

い

え

ば、

明

ら

か

に

男
性
と

し

て

描
い

た

も

の

は、

聖

衆
来
迎
寺
本
以

外
に

は

な
い
。

腰
を

落
と

し

股
を

広
げ

た

聖

衆
来
迎

寺
本
と

ほ

ぼ

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　へ
9）

同
じ

姿
勢
で

表
さ

れ

る

も

の

に、

鷹
巣
純
が

紹
介
す

る

水

尾
弥
勒
堂
所
蔵
六

道

十
千

図
の

天

入
〈

図
3

＞

が

あ

る
。

た

だ

し

五

衰
の

姿
こ

そ

聖

衆
来
迎

寺
本
か

ら

借
用
す

る

も

の

の
、

帝
釈

天

の

な

い

善
見
城
の

図

様
は

使
わ

れ

ず、

死

者

の

捨
て

ら

れ

る

「

野
辺
」

の

光
景
の

延
長

に

描
か

れ

て

い

る

と

い

う。

聖

衆
来
迎

寺
本
で

は

印
象
的91
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明

星

大
学
研
究
紀
要

【

口

本
文
化
学
部
・
言

語
文
化
学
科
】

第

十
六

号
　、一
QO

八

年

3 水尾 弥勒堂 所蔵六 道

十 王 図五 衰の 天 人

十
界
図

や

当

麻
寺
奥
院
蔵
十
界
図
屏
風

の

天

道

で

は、

で

大

き

く

結
い

上

げ

る

唐
女

風
の

髷
を

結
い
、

に

広
ま
っ

た

版
本
の

『

絵
入

往
生

要
集
』

版
で

は

同
様
で

あ

る
。

　
図
様
に

よ

る

判
断
の

み

で

は、

苫
米
地
の

疑
義
の

よ

う
に

「

男
天

も

女
天

も

共
に

同
じ

女

性
的
な

姿
で

描
か

れ

て

い

る
」

可

能
性
が

あ

る
。

し

か

し

当

麻
寺
奥
院
蔵
十

界
図
屏
風
の

天

人
〈

図

4
＞

の

傍
ら

の

色
紙
形
に

は

「

む

か

し

に

も

あ

ら

ぬ

す
か

た

に

な
り

ゆ

け

と

な

け

き

の

み

こ

そ
お

も

か

わ

り

せ

ね
」

と、

玄

宗
皇

帝
時
代
に

上

陽

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（

13）

宮
に

閉
じ

込

め

ら

れ

た

ま

ま
老
い

て

し

ま
っ

た

美
女
を

詠
ん

だ

歌
が

付
さ

れ、

天

人

五

衰
が

美
女

の

容
貌
の

衰
え

と

重
ね

合
わ

さ

れ

た

も

の

と

考
え

ら

れ

る
。

　
こ

の

よ

う

に

聖

衆
来
迎

寺
本
以
外
の

日

本
中
世
の

六

道
絵
の

中
で

は、

天
人
五

衰

は

男

性
の

帝
釈
天

の

物
語
で

は

な

く、
『

六

道
繪
相
略
縁
起
』

の

『

往
生

要
集
』

解

釈
と

同
様、

か

つ

て

帝
釈
天

宮
で

そ

の

籠
愛
を

受
け

た

も
の

の、

齢
を

取
っ

て

宮
か

ら

出
さ

れ

た

美
女

の

物
語
と

し

て

描
か

れ

た

可

能
性
が

高
い

。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　〔
14）

　
こ

の

概
念

を

端
的
に

表
す

の

が、

お

伽
草
子

の

『

熊
野
の

御
本
地
の

さ

う
し

』

の

「

こ

す

い

で

ん
」

と

い

う
女

御
の

名
で

あ

る
。

天

竺

の

摩
訶
阿
陀
国
に

仮
託
さ

れ

る

こ

の

物
語
の

主
入
公
の

母
の

「

五

衰
殿
」

と
い

う

館
に

基
づ

く

不
吉
な

名
前
は、

天

で

あ
っ

た

大
き

な

帝
釈
冠
は

描
か

れ

ず、

上

着
の

裾

が

延

ば
さ

れ
、

下
の

着
衣
が

裳
か

袴
か

も

判
別
で

き

な

い
。

　

そ

れ

以

外
の

天

人

五

衰
の

場
面

を

描
い

た

作
例
で

も
盖
口

見
城
の

空
の

宝

座
が

描
か

れ

る

こ

と

は

な

く、

い

ず
れ

も

女
性
的
な

姿
で

表
さ

れ

て

い

る
。

『

北

野

　

　
（
田）

天

神
縁
起
』

巻
八

の

天
道
や

、

聖

衆
来
迎

寺
本
に

や

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
（
11）

や

遅
れ

る

ブ

リ

ア

美
術
館
本
（

善
見

城
）

、

禅
林
寺

　

　
　
　
　

　

　
　

肩

ま
で

垂

ら

し

た

髪
を

頭
上

　

　
　
　
　

　
長
い

裳
を

着
け

て

い

る
。

江

戸
時
代

　

（
12）

　

　
　
　
に

お

い

て

も、

天

人

五

衰
の

場
面

を

描
く

92

4　当麻寺奥院蔵十界図

屏風 の 五衰の 天 人

　

絶
世
の

美
女

と

さ

れ

る

五

衰
殿
の

女

御
は、

の

寵
を

受
け、

た

だ
一

人
の

皇

子

を

懐
妊
す

る

が
、

た

ち
の

讒
言
に

よ
っ

て、

山

に

捨
て

ら

れ

て

殺
さ

れ、

に

乳
を

飲
ま

せ、

果
て

は

虫

に

転
生

し

て

虫
喰
の

跡
を
つ

け
る

こ

と

に

よ
っ

て

聖

に

皇
子
の

居
場
所
を

知
ら

せ

救
出
さ

せ

る

と
い

う

数
奇
な

運

命
を

た

ど

る。

　

こ

の

栄
華
と

幸
福
の

絶
頂
か

ら、

不

幸
の

極
み

へ

の

落
差
は、
『

往
生

要
集
』

の

天
人

五

衰
の

末
尾
の

「

当
に

知

る
べ

し、

こ

の

苦
は

地

獄
よ

り

も

甚
だ

し

き
こ

と

を
」

と

そ

の

後
に

引

か

れ

る

『

正

法
念
処

経
』

の

偈
「

天

上

よ

り

退
か

ん

と

欲
す
る

時
　
心

に

大

苦
悩
を

生

ず
　
地
獄
の

も

ろ

も

ろ
の

苦
毒
も

　
十
六

の
一

に

及
ば

ず
」

を、

具
現

化
し

た

も

の

と

な
っ

て

い

る
。

こ

の

物
語
は

『

熊
野
の

本
地
』

の

名
称
と

同
時
に、

こ

の

女

御
の

名
前
に

よ
っ

て

『

こ

す
い

で

ん
』

と

も

呼
ば

れ

る
。

　

天

人

五

衰
を

帝
釈
天
本
人
の

物
語
と

す

る、

本
来
の

仏
典
や

『

往
生

要
集
』

の

教

理、

聖

衆
来
迎

寺
本亠
ハ

道
絵
の

絵
師
の

意
図
の

如
何
に

関
わ

ら

ず
、

そ

の

絵
と

き

台

本
の

『

六

道

繪
相
略
縁
起
』

や、

他
の

多
く

の

六

道
絵、

そ

し

て

著
名
な

お

伽

草
紙

の

「

こ

す
い

で

ん
」

の

名
を

通
じ

て、

天

人
五

衰
は
、

日

本
に

お

い

て

は

主
の

寵
を

失
っ

て

天

宮

を

追
わ

れ

る

天
女
の

物
語
と

し

て

広
ま

り、

受
容
さ

れ

た

の

で

あ

る
。

人
五

衰
に

由
来
す

る

も
の

に

ほ

か

な

ら

ず、

五

衰
の

相
が

現

れ

た

天

人

が、

大

女
・

眷
属
か

ら

「

草
の

如
く

」

捨

て

ら

れ
、

「

我
い

ま

依
る

と

こ

ろ

な

く

怙
む

と
こ

ろ

な

し
。

誰
か

我
を

救

ふ

者
あ

ら
ん

。

」

と

林
の

問

に

偃
れ

伏
し

て

泣
く

の

と

同
様
に、

そ

の

運

命
も

急
な

転
落
を

見
る

も

の

で

あ

る
。

千

人

の

后

の

い

る

後
宮
の

中
で

大

王

　
　
嫉
妬

し

た

九

百

九

十
九
人
の

后

　
　
　
首
な

し

死

体
と

な
っ

て

皇

子
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三

　
天

人

の

造

形
−
表
現
と

性
別

　
天

人
五

衰
の

場
面

は、

本
来
は

源
信
の

『

往
生

要
集
』

や

引

用
さ

れ

た

仏
典
の

天

界
の

記
述
で

は

男

性
で

切
利
天
の

主、

帝
釈
天

を

暗
示
す

る

も

の

で

は

あ

っ

て

も、

女

性
を

想
定
し

た

も

の

で

は

な

か

っ

た

は

ず
で

あ
る
。

そ
こ

に

な

ぜ

哀
れ

な

天

女
の

姿
が

像
を

結
び

、

物
語

化
し

た

の

か
。

　
ま

ず
考
え

ら

れ

る

の

は、

美
術
作
品

の

天

人

像
の

造
形
か

ら

の

影
響
で

あ

る
。

本

尊
の

脇
役
や

堂
内
装
飾
と

し

て

浮
彫
や

壁

画
に

表
さ

れ

た

天

人

像
は
、

仏
教
教
理

と

は

無
縁
の

由
来
と

展
開

を

た

ど
っ

て

来
た

た

め

で

あ

る
。

イ
ン

ド

に

お

い

て

人

の

姿

で

空
中
を

飛
翔
す

る

男

女

の

小

神
た

ち

は、

仏
教
以
前
の

古
代
神
話
に

溯
る

と

い

い
、

太

陽
の

神
格
化
と

さ

れ

る

男
天

の

ガ

ン

ダ
ル

ヴ
ァ

、

水
や

豊
饒
の

女
神
と

さ

れ

る

ア

ブ

サ

ラ

ス

と、

性
別
に

よ
っ

て

性
格
も

呼
称
も

異
な

り、

し

ば

し

ば
一

対
と

し

て

表

さ

れ

る
。

紀
元
五
・

六

世
紀
の

作
例
で

は、

性
別
と

体
型
の

異
な

る

天

人
が

男
女
一

対
と

し

て

造

形
さ

れ

〈

図
5

＞

、

天

入
の

性
差
は

中
央
ア

ジ

ア

の

キ

ジ

ル

や
、

中
国

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　（
15）

の

雲
崗
石

窟
で

も

明
確
に

区
別
さ

れ

た

作
例
が

挙
げ
ら

れ

て

い

る
。

　
た

だ

し

男
女
一

対
の

天

使
は

中
国

で

は

好
ま

れ

ず、

口

本
に

は

ほ

と

ん

ど

伝
来
し

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
（
16）

な

か

っ

た

と

さ

れ

る
。

一

方、

中
国
六

朝
に

は、

イ
ン

ド

に

由
来
す
る

蓮
華
の

中
か

ら

生

ま

れ

出
る

天

人
や、

中
国
神
仙
思
想
に

由
来
す

る

蓮
華
が

変

態
し

て

天

人

と

化

す
場
面

が

多
く

見
ら

れ

る

と

樋・
男
女
の

生

殖
に

拠
ら

な

い

天

人
た

ち

は・

思

春
期
以

前
の

少
年
少
女
の

よ

う
に

ほ

っ

そ

り

と

な

よ

や

か

に

性
別
も

明
確
で

な

く

表
さ

れ

て

い

る
。

　
こ

れ

ら

両

系
統
の

蓮
華
か

ら

生

じ

た

天

人

は、

天

人
か

ら

天

女
へ

山

本

陽
子

天

寿
国
繍
帳
や

法
隆
寺
灌
頂
幡
に

見

ら

れ

る

（

註

17
参
照）

。

日

本
で

は、

こ

の

よ

う

な

中

性
的
な

天
人
の

表
現

が

長

く

続
く

が、

あ

る

時
期
か

ら

天

女
と

呼
ぶ

べ

き

女

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
（
旧）

性
的
な

姿
に

変
わ
っ

て

ゆ

く

と

い

う
。

た

し

か

に

近

世
初
期
の

知
恩
院
や

南
禅
寺
山

門、

日

光

東
照

宮
の

天

井
画
の

天

人

〈

図

6
＞

は、

女

性
的
な

顔
立

ち

と

な

り、

裸

の

胸
元

は

さ

り

げ
な

く

楽
器

や

翻
る

天

衣

で

隠
さ

れ

て

い

る
。

し

か

し

聖

衆
来
迎

寺

本
の

絵
解
き

台
本
は

と

も

か

く、

天

人

五

衰
を

表
し

た

六

道

絵
の

多
く

は、

そ
の

過6　日 光東照宮天井画 の 天人 た ち93
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明
星

大
学
研
究

紀
要

【

日

本
文
化
学

部
・
言
語
文
化
学

科
】

第
十
六
号

　．［
○

〇
八

年

94

渡
期
か

そ

れ

以

前
に

描
か

れ

た

も
の

で

あ
り、

五

衰
の

天

人
の

女
性
性
が

こ

れ

ら

近

世
の

天
女
像
か

ら

の

影
響
に

よ
っ

た

も

の

と

は

考
え

ら

れ

な

い
。

四

　
天

人
の

物
語
−

吉
野
の

天

女

　
絵
画
作
品

以

外
の

影
響
と

し

て

思

い

浮
か

ぶ

の

は、

天

人
の

物
語
で

あ

る
。

イ

ン

ド

の

男
女
の

天

人

像
が

そ

の

古
代
神
話
に

由
来
す
る

よ

う

に、

日

本
に

お

い

て

も
、

仏
教
経
典
と

は

異
な

る

出
所
を

持
つ

天

人
の

物
語
が

い

く

つ

か

伝
わ

っ

て

い

る
。

　
謡
曲
『

吉
野

天

人
』

の

起
源
で

も

あ

り、

平
安
王

朝
の

宮
廷

行
事、

五

節
舞
に

そ

の

痕
跡
を

残
す

も

の

と

し

て、

吉
野
の

天
人
伝
説
が

あ

る
。

三

橋
健
に

よ

れ

ば

『

年

中
行
事
秘
抄
』

巻
第
八

十
六

に

引
用

さ

れ

る

平
安
中
期
頃
と

さ

れ

る

『

本
朝
月

令
』

に

は、
五

節
舞
姫
者、

浄
御
原

天

皇
之

所
レ

製
也、

相
伝
云
、

天

皇
御
二

吉
野
宮一

日

暮

弾
レ

琴
有
レ

興、

試
楽
之

間、

前
蚰
之

下
、

雲
気
忽
起

、

疑
二

如
高

唐
神
女→

髣

髴
応
レ

曲
而

舞
独
入
三

天

瞻→

他
人
無
レ

見、

挙
レ

袖
五

変、

故
謂
二

之

五

節一
云

々
、

其
歌
日、

乎
度
綿
度
茂、

乎
度

綿
左

備
須
茂

、

可
良
多
萬
乎、

多
茂
度
迩
麻
岐

底
、

乎
度
綿
左
備
須
茂、

女
L

と

書
か

れ

て

い

る
。

し

か

し

こ

の

「

神
女
」

が
、

平

安
後
期
の

『

江

談
抄
』

で

は

「

天

女
」

と

さ

れ、

藤
原
清
輔
の

『

奥
義
抄
』

で

の

「

神
女
」

が、
『

袋
草
紙
』

に

は

「

天
女
」

と

書
か

れ

て

い

る

と

い

う
（

註
19
参
照
）

。

後
世
の

謡
曲
の

『

吉
野

天

人
』

で

は、

シ

テ

は

「

真
は

わ

れ

は

天

人
な

る

が
」

と

名
乗
り、

間
の

狂

言
は

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　
　（
20）

「

上

界
の

天
人
天
降
り

」

と
語

る
。

「

神
女
」

は

仏
教
で

言
う
「

上

界
の

天

人
一

と

同

一

視
さ

れ

て

い

た

と

考
え

て

よ
い

で

あ

ろ

う
。

　
こ

の

伝
説
に

基
づ

く

五

節
舞
姫
は

「

し

ば

し

ば

初
夜
権
が

伴
っ

た
」

と

い

い
、

服

　

（
21
）

藤
早
苗
の

指
摘
す
る、

三

善
清
行
の

「

意
見

十
二

ヵ

条
」

に

よ

れ

ば、
「

五

節
舞
姫

は

天

皇
と

性
関
係
を

持
ち、

特
に

嵯
峨
・

仁
明
天

皇

時
代
に

は
、

諸
家
は

挙
っ

て

舞

姫
を

貢
進

し

た
」

と

い

う
。

平

安
末
期
に

は

受
領
層
の

娘
た

ち
の

役
と

な

っ

た

五

節

舞
姫
で

は

あ

る

が、

こ

の

時
代
で

も

顔
を

天

皇

に

見
せ

る

と

い

う

性
的
な

場
面
の

残

　
　
　
　

〔
22）

存
が

見

ら

れ

る。

　
吉
野

の

天
入

伝
説
の

天
人
は

天
皇
の

下
に

現
れ

て

舞
う

「

神
女
」

で

あ

り、

そ

れ

を

再
現

し

た

五

節
舞
は、

天

皇
と

の

共

寝
を

伴
う

可
能
性
の

あ
る

女

性
た

ち

に

よ

っ

て

舞
わ

れ

た
．

こ

の

伝
説
で

想
起
さ

れ

る

天

人

と

は、

天

皇

に

侍
る

女

性
と

し

て

想

起
さ

れ

て

い

た
こ

と

に

な

る
。

五

　
天

人

の

物
語
ー
羽
衣

伝
説
と

『

竹
取
物
語
』

N 工工
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と、

吉
野
宮
で

琴
を

弾
く

天

皇
の

前
に

雲
気
と

と

も

に

「

神
女
」

が

来

て

舞
っ

た

こ

　
　
　

　
　
　
　
　
（
19）

と

に

由
来
す

る

と

さ

れ

る
。

こ

の

伝
説
が

さ

ら

に

古
く、

平
安
初
期
か

ら

人
口

に

膾

炙
し

て

い

た

こ

と

も
、

『

古
今
和
歌
集
』

雑
上
一

七
・

八

七
二

良
岑
宗

貞
の

「

五

節

舞
姫
を

見

て

よ

め

る
」

に

「

天
つ

風

雲
の

通
ひ

路
吹

き
と

ち
よ

を

と

め

の

姿
し

ば

し

と

ど

め

む
」

の

歌
を

以
て

指
摘
さ

れ

る
。

　
吉
野
は

神
仙
思

想
の

地

と

さ

れ
、

出
現
し

た

乙

女
も

神
仙
思

想
に

基

づ

き

「

神

　
日

本
で

知
ら

れ

る

も

う
一

つ

の

天
人
の

物
語

が、

羽
衣
伝
説
で

あ

る
。

水
浴
に

来

た

天
女

が

脱
い

だ

羽

衣

を

隠
さ

れ

て

天

に

戻
れ

な

く

な

る

と

い

う

物
語

は、
「

白
鳥

処
女

説
話
」

と

し

て

世

界
に

広
く

分
布
し、

古
代
イ
ン

ド

に

お

け
る

女

の

天

人

の

出

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

（
23）

自
と

さ

れ

る

ア

プ

サ

ラ

ス

の
一

人

を

主
入

公

と

し

た

も

の

も

あ

る

と
い

う
。

君
島
久

子

に

よ

れ

ば、

中
国
に

お

い

て

羽
衣
伝
説
は、

古
代
か

ら

広
く

分
布
し

て

い

る

と

さ

（
24）
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

（
25）

れ

る
。

日

本
に

お
い

て

も、

奈
良
時
代
の

『

風

土

記
』

逸
文

な

ど
に
、

話
型
の

異
な
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る

羽

衣
伝
説
を

各
地

に

見
出
す
こ

と

が

で

き

る
。

　
『

本
朝
神
社
考
五
』

に

は

『

駿
河
国
風

土

記
』

美
保
の

松
原
と

し

て、

風
土

記
を

案
ず
る

に
、

古
老
伝
へ

て

言
ひ

し

く、

昔、

神
女

あ
り、

天

よ

り

降

り

来
て、

羽
衣
を

松
が

枝
に

曝
し

き
。

漁
人
拾
ひ

得
て

見

る

に
、

其
の

軽
く

軟

き

こ

と

言
ふ

べ

か

ら

ず。

所
謂
六

銖
の

衣
か

、

織
女
の

機
中
の

物

か
。

神
女
乞

へ

ど

も、

漁
人
与
へ

ず。

神
女、

天

に

上

ら

む

と

す

れ

ど

も

羽
衣

な

し
。

是
に、

遂

に

漁
人
と

夫
婦
と

為
り

き
。

蓋
し、

已

を

得
ざ

る

な

り
。

其
の

後
一

旦、

女、

羽
衣
を

取
り、

雲
に

乗
り

て

去
り、

そ

の

漁
人
も

亦
登

仙
し

た

り

と

い

ふ
。

と

あ

る
。

「

神
女
」

「

六

銖
の

衣
」

「

織
女
の

機
中
の

物
」

「

登

仙
」

と

い

っ

た

神
仙
思

想
や

仏
教
の

用
語
が

用
い

ら

れ

て

い

る

の

は、
『

風

土

記
』

の

文
章
を

後
世
に．
要

約

し、

書
き

改
め

た

た

め

と

思
わ

れ

る

が、

典
型
的
な

羽
衣
伝
説
で

あ
る
。

こ

こ

で

の

天

人

は

男
と

夫
婦
に

な

る

よ

う
に

明
ら

か

に

女
性
で

あ

り、

羽

衣

を

失
っ

て

天

に

上

れ

な

く

な
っ

た

女、

と

い

う

性
格
を

も
つ

。

　
『

帝
王

編
年
記
』

養
老

七

年
条
に

は、

『

近

江

国
風
土

記
』

伊
香

の

小

江
の

物
語
と

し

て、
（

前
略
）

天

の

八

女、

倶
に

自

鳥
と

為
り

て、

天

よ

り

降
り、

江
の

南
の

津
に

浴
し

き。

時
に、

伊
香
登

美、

西
の

山

に

あ

り

て、

遥

か

に

白
鳥
を

見

る

に、

其
の

形
奇
異
し
。

因
り

て

若
し

是
れ

神
人
か

と

疑
ひ

て、

往
き

て

兄
る

に、

実

に

是
れ

神
人
な

り

き
。

是
に

、

伊
香
登

美、

即
ち
感
愛
を

生

し

て
、

得

還

り

去

ら

ず
。

竊
に

白
き

犬
を

遣

り

て、

天
の

衣
を

盗
み

取
ら

し

め、

弟
の

衣
を

得
て

隠
し

き。

天

女、

乃

ち

知
り

て、

其
の

兄

七

人
は

天

上

に

飛

び

昇
り

き
。

其
の

弟
一

入
は

得
飛
び

去

ら

ず、

天

路
永
く

塞
し

て
、

即
ち

地

民

と

為
り

き
。

天

女

天
人
か

ら

天

女
へ

山
本
陽
子

の

浴
せ

し

浦
を、

今
に

神
の

浦
と

謂
ふ
、

是
な

り
。

伊
香
登
美、

天

女

の

弟
女

と

共
に

室
家
と

為
り

て

此
処
に

居

り
、

遂

に

男
女

を

生

み

き。
（

後
略
）

と、

あ

る
。

天

か

ら

降
っ

た

「

天
の

八

女
」

は

「

神
人
」

で

あ
り、

同

時
に

伊
香
登

美
に

「

感
愛
」

を

生

じ

さ

せ
、

夫
婦
と

な

っ

て

子

を

生

す

女

性
と

し

て

書
か

れ

る
。

天

の

衣

を

盗
ま

れ

た

「

天
女
の

弟
女
」

は

飛

び

去
れ

ず
に
、

七
人
の

兄

天

女

に

取
り

残
さ

れ
、

「

天

路
永
く

塞
」

さ

れ、
「

地

民
」

と

な

ら

ざ

る

を

え

ず、

伊
香
登

美
と

夫

婦
に

な
っ

て

子

を

産
む

。

天
に

戻
れ

な

く

な
っ

て

「

地

民
」

と
な

る

天

女
は、

朋
輩

に

取
り

残
さ

れ

た

女
で

も

あ

る
。

　
『

古
事
記
』

裏
書
・

『

類
聚
神
祗
本
源
』

外
宮
別
宮
篇
に

あ

る

『

丹
後
国

風
土

記
』

の

逸
文
は、

奈
具
社
の

由
来
と

し

て、

水
浴

び

に

降
り

来
た

「

天

女

八

人
」

の
一

人

の

衣
を

老

夫
婦
が

隠
し、

天

に

飛
び

上

ら

ず
留
ま
っ

た

天

女

を

養
女

に

す

る

が
、

天

女
に

よ

っ

て

家
が

富
裕
に

な

る

と

天

女

を

追
い

出
し

た

話
で

あ

り、

追
わ

れ

た

天

女

の

嘆
き

が、

こ

の

話
の

半
ぼ

近

く

を

占
め

る
。

（

前
略
）

微
に

門

の

外
に

退

き、

郷
入

に

謂
ひ

し

く、

久
し

く

人
間

に

沈
み

て、

天

に

還
る

こ

と

を

得
ず。

復、

親
故
も

な

く、

居
ら

む

由
を

知
ら

ず、

吾

何
に

せ

む

何
に

せ

む

と
い

ひ

て、

涙
を

拭
ひ

て

嗟
嘆
き
、

天
を

仰
ぎ・
て

歌
ひ

し

く、

天

の

原
ふ

り
さ

け

見
れ

ば

　
霞
立

ち

　
家
路
ま

ど

ひ

て

　
行
方
知
ら

ず
も

　
遂

に

退

き

去

き
て
、

荒
鹽
の

村
に

至

り、

即
ち

村
人
等
に

謂
ひ

し

く、

老
夫

老
婦

の

意
を

思
へ

ば、

我
が

心

荒
鹽
に

異

な

る

こ

と

な

し、

と
い

ひ

き。

仍
り

て

比

治

の

里

を

荒
鹽
の

村
と

云

ふ
。

亦
丹

波
の

里

の

哭

木

の

村
に

至
り、

槻
木

に

據

り

て

哭

き

き
。

故、

哭

木
の

村
と

云

ふ
。

復、

竹
野
の

郡
船
木
の

里

奈
具

の

村

に

至

り、

即
ち

村
人
等
に

謂
ぴ

し

く、

此
処
に

し

て

我
が

心

奈
具

志
久
成
り
ぬ
、

古

事
に

平
善
を

ぱ

奈
具

志

と

云

ふ
。

と

い

ひ

て

乃

ち

此
の

村
に

留
り

居
り

き
。95

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明
星

大

学

研

究
紀
要
【

日

本
文
化

学
部
・
言
語
文

化
学
科
】

第
十
六

号

　
二

〇
〇
八

年

斯
は

謂
は

ゆ
る

竹
野
の

郡
の

奈
具
の

社
に

坐
す

豊
宇
賀
能
売
命
な

り。

　

冒
頭
は

異

な

る

も

の

の
、

最
後
に

は

天

界
の

迎
え

を

受
け

て

月

に

帰
っ

て

ゆ
く

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　へ
26）

『

竹
取
物
語
』

も
、

羽

衣

伝
説
の
一

変
形
と

さ

れ

る
。

老
夫
婦
か

ら

追
い

出
さ

れ

る

か
、

月
の

迎

え

を

受
け

る

か

の

違
い

は

あ
る

も

の

の
、

姫
が

来
て

か

ら

家
は

裕
福
に

な

り、

姫
は

五

入
の

男、

つ

い

に

は

帝
か

ら

求
婚
さ

れ

る
。

姫
は

月
か

ら

の

迎

え
の

目
が

近
づ

く

と、

感
情
を

あ

ら

わ

に

し

て

ひ

た

す

ら

泣
く

。

月

か

ら
の

迎
え
の

「

天

人
」

た

ち

を

前
に

し

て
、

泣
き

伏
す
翁
嫗
に

書
き

残
す

手
紙
に

「

（

翁

嫗
を

）

見
捨

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　（
浙）

て

た

て

ま
つ

り

て

ま

か

る
、

空
よ

り

も

落
ち

ぬ

べ

き

心

地

す
る
」

と

言

う
。

　

注
目

し

た

い

の

は
、

こ

れ

ら
の

伝
説
に

表
さ

れ

た

天
入
が、

女

性
的
な

存
在
で

あ

る

こ

と
、

そ

し

て

俗
人

と

は

無
縁
な

高
貴
の

存
在
で

あ
っ

た

は

ず
の

主

人
公

が

天

界

に

戻
れ

な

く

な
っ

た

ゆ

え

の
、

哀
れ

な

描
写
で

あ

る
。

　

こ

れ

ら

の

物
語
で

天

界
か

ら

訪
れ

る

天
人
は

必

ず
女
性
で

あ

り、

衣

を

奪
っ

た

男

と

夫
婦
に

な

り、

あ

る

い

は

子

を

産
む

話
型
が

多
い
。

白
鳥
処
女

伝
説

の

天

入
が

女

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
（
羽〕

性
で

あ

る

の

は、

古
川

の

り

子

に

よ

れ

ば、

人
界
を

訪
れ

て
曲

豆

穣
を

も

た

ら

し

た

の

ち
に

去
っ

て

ゆ

く
曲

豆

饒
の

女
神
の

性
格
を

持
つ

ゆ

え

と

い

う。
曲
豆

宇
賀

能
売
命
社
の

由
来
と

し

て

語

ら

れ

る

奈
具

の

天

女

も、

竹
取
の

翁
が

節
ご

と

に

黄
金

あ

る

竹
を

見

つ

け

て

豊
か

に

な

る

こ

と

も、

そ

の

典
型
で

あ

る
。

起
源
が

豊
饒
の

地

母

神
で

あ

れ

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　（
29）

ぼ
、

こ

れ

ら

の

天

人
の

性
は

女
に

限
定
さ

れ

ざ

る

を

え

な

か
っ

た

の

で

あ

る
。

　

ま

た

日

本
の

物
語
で

は
、

こ

れ

ら

の

衣
を

奪
わ

れ

た

天

女

た

ち

の

悲

し

み

に
、

か

な

り
の

筆
が

割
か

れ

て

い

る
。

天

に

昇
る

他
の

七

天

女
に

取
り

残
さ

れ

（

『

近
江
国

風
土

記
L…
『

丹
後
国
風

土

記
』

） 、

水

に

身
を

隠
し

て

独
り

恥
じ

居

る

（
『

丹
後
国
風
土

記
』）

。

特
に

『

丹
後
国

風
土

記
』

で

は、

人
間
界
に

お

い

て

も

老
夫
婦

に

家
を

追

わ

れ

る

天
女
の

嘆
き

を

詳
細
に

述
べ

る
。

天

女
は

「

天

を

仰
ぎ

て

哭
慟
き

、

地

に

俯
し

て

哀
吟
し

」

コ

涙

を

流
し
L

家
に

留
ま

ろ

う

と

す

る

が

追
い

出
さ

れ
、

門
外
で

里

人

96

に

嘆
い

て

は

「

涙
を

拭
ひ

て

嗟
嘆
き、

天

を

仰
ぎ

て

歌
ひ
」

一

槻
木
に

據
り

て

哭
き
L

と、

嘆
き

の

内
容
と

情
景
は

極
め

て

具
体
的
に

記
述
さ

れ

る
。

　
『

竹
取
物
語
』

に

よ

れ

ば、

月

の

都
の

人

々

は

「

思
ふ

こ

と

も

な

く

は
べ

る

な

り
」

と、

憂
い

も

悲

し

み

も

な
い

と

さ

れ、

天

の

羽
衣

を

着
る

と

「

翁
を、

い

と

ほ

し、

か

な

し

と

思
し

つ

る

こ

と

も

失

せ
」

て、
「

物
思
ひ

な

く

な
」

る

よ

う
に、

こ

れ

ら

の

物
語
で

は
、

天
界
の

人
々

は、

天

に

居

て

天
の

羽
衣
を

着
て

い

る

限

り、

入

間
の

よ

う
な

感
情
を

持
た

ず、

悲
し

み

泣

く

こ

と

は

な
い

。

し

か

し

人

間
の

世

に

来
て、

天

の

羽
衣

を

奪
わ

れ

た

天

女
た

ち

は、

人

と

同
じ

よ

う
に

恥
じ

、

悲
し

み、

嘆
く。

そ

の

特
異
な

状

況
を

記

述
す

る

こ

と
こ

そ

が、

日

本
の

羽

衣

伝
説
や

『

竹
取
物
語
』

の

ゆ

た

か

な

肉

付
け

と

な
っ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　
吉
野
の

天

人

伝
説
同

様
に

こ

れ

ら

の

物
語

は、

仏
教
の

天

人
の

概
念
が

入

る

以

前

の
、

古
代
神
話

や

神
仙
思

想
の

影
響
の

も

と

で、

伝
承

さ

れ

て

来
た

も

の

と

い

う

（

註
23
・

28
参
照
）

。

し

か

し

仏

教
の

天

人
説
話、

こ

と

に

『

往
生

要
集
』

や

そ

の

元

と

な
っ

た

『

大

乗
理

趣
経
六

波
羅
蜜
多
経
』

の

「

天

人

五

衰
」

の

よ

う

な

具

体
的
な

天

界
の

物
語
が

も

た

ら

さ

れ

た

と

き、

中
世
の

日

本

人

が

「

天
人
」

の

言
葉
に

よ

っ

て

想
起
し

た

の

は、

五

節
舞
姫
の

起
源
と

な
っ

た

吉
野
の

天

人
や、

衣
を

盗
ん

だ

男

の

妻
に

な
っ

た

羽
衣
伝
説
の

、

女
性
と

し

て

の

天

女
に

他
な

ら

な
い

。

　
し

か

も

仏
典
の

五

衰
の

天
人
は、

天

ヒ

よ

り

退
く

に

あ

た
っ

て
、

天

女
や

眷
属
に

見

捨
て

ら

れ、

天

界
の

生

活
と

の

別
れ

を

惜
し

み、

独
り

「

偃
れ

臥

し、

悲
し

み

泣

い

て

嘆
」

ず

る
、

し

か

し

こ

れ

ま

で
、

天

界
で

は

人
の

よ

う

な

悲
し

み

の

感
惰
を

持

た

な
い

と

思

わ

れ

た、

天

人
の

こ

の

情
景
を

ど

の

よ

う

に

想
像
し
、

思

い

描
け

ぼ

よ

い

の

か
。

手

掛
か

り

と

な

る

の

は、

老
夫

婦
に

家
を

追
い

出
さ

れ

「

天

を

仰
ぎ

て

哭

慟
き、

地

に

俯
し

て

哀
吟
し
」

た

奈
具
の

天

女
で

あ

り、

人

間
界
と

の

別
れ

を

惜
し

ん

で

「

空
よ

り

も

落
ち
ぬ

べ

き

心

地
す

る
」

と
い

う

物
語
の

か

ぐ

や

姫
で

は

な

か

っ

た

か
。
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結
　
「

五

衰
の

天

女
」

の

誕

生

　

仞
利
天

の

主

で

男
性
の

利
天

の

主

で

男
性
の

帝
釈
天

を

表
し
た

は

ず
の
、

聖

衆
来

迎

寺
本
六

道

絵
天

道

幅
の

五

衰
の

天

人
が、

後
世
の

絵
解
き

台
本
や

解
説
で

は、

な

ぜ

女
性
と

し

て

解
釈
さ

れ

て

い

た
の

か
、

そ

れ

以
外
の

六

道

絵
の

五

衰
の

天

人

が
、

な

ぜ

女
性
と

し

て、

或
い

は

女

性
的
な

姿
に

描
か

れ

た

の

か
。

本
論
で

は

そ

の

原
因

を

図
像
で

は

な

く、

仏
教
以

外
の

吉
野
の

天
人

伝
説
や

羽

衣
伝
説
の

天

女
の

女

性
性

と、

こ

れ

ら

の

伝
説
の

天

女
た

ち

が

入
間
界
に

お

い

て

別
れ

を

惜
し

ん

で

泣

く

記

述

に

求
め
た
。

　

こ

れ

ら

神
仙
説
話
や
曲

豆

饒
女

神
神
話
の

天
女
た

ち

は、

仏
教
経
典
に

登
場

す
る

こ

と

は

な

く、

仏
教
絵
画
に

描
か

れ

る

こ

と

も

な

い
。

し

か

し、

現
代
の

我
々

で

も

天

人
と
い

え

ば

女

性
と

思

い
、

羽
衣
伝
説
の

天
女

の

姿
と

し

て、

仏
教
の

飛
天

を

想
像

す
る

よ

う

に、

両

者
の

概
念
は

混
在
し

て

い

る
。

　

五

衰
の

天

人

を、

年
老
い

て

帝
釈
天

の

寵
愛
を

失

い
、

切
利
天
の

営
み

か

ら

追

い

出
さ

れ

た

哀
れ

な

「

天

女
」

の

物
語
と

し

て

描
き、

絵
解
き

さ

れ

た
こ

と

は、

こ

の

よ

う
な

誤
解
に

よ

る

産
物
で

あ

る
。

し

か

し

そ

の

「

五

衰
の

天

女
」

と

し

て

の

新
た

な

物
語
は、

か

つ

て

吉
野
の

天

女
に

な

ぞ

ら

え

て

五

節
の

舞
姫
を

天

阜
の

寝
所
に

侍

ら

し
た

こ

と

の

あ

る

風
土

で

は

現

実
味
を

帯
び

て、

む

し

ろ

支
配
者
の

交
代
と

い

う

剣
呑
な

帝
釈
天

の

末
路
の

物
語
よ

り

も、

受
容
さ

れ

や

す
か

っ

た

の

で

は

な

い

か
。

　

物
語
は

さ

ら

に

変
貌
す
る

。

「

五

衰
の

天

女
」

の

物
語
は、

お

伽
草
子
『

熊
野
の

本
地
』

の

物
語

の

主

人
公
の

母
の

運

命
を

暗
示
さ

せ

る

名
前
「

こ

す
い

で

ん
」

に

さ

え

用
い

ら

れ、

さ

ら

に

『

熊
野
の

本
地
』

の

呼
称
と

し

て

広
ま
っ

て

い

っ

た
。

　

曲
解
の

結
果

で

は

あ
っ

て

も、

こ

の

よ

う

に

し

て

生

じ

た

「

五

衰
の

天

女
」

は

中

近

世
の

日

本
に

根
付
き、

美
女
の

「

盛
者
必

衰
」

を

物
語
る

基
盤
と

な

っ

て

い

っ

た

天

人

か

ら
天

女
へ

山

本
陽
子

の

で

あ
る

。

註
〔
1

）

　
「

聖

衆
来
迎

寺
本
六

道
絵

「
天
道」
幅
小

考
L

コ

明

星

大
学
研

究

紀
要
』

［
日

本
文
化
学

部
・
言
語

　

　
文

化
学
科
紀
要］

第
十
四

号

　
六
一
〜
七
二

頁、

平
成
十
八

年

〔
2

）

　
大
串
純
夫
「

十
界
図

考
」

上

下

『

美
術
研
究
］

第一
一
九
・
一
二

〇

量一一
五

九
〜

三

七

四

頁
．
一．．

　

　
九
三

〜
四
一
〇
貞、

昭

和

十
六

年

（

3
）

　

加
須
屋
誠

「

天

女
の

嘆
き

1
聖
衆
来
迎

寺
本
六
道
絵
「

天

道

幅一
を

読
む

ー
」

『

女
性
と

し

て

生

　

　
き

る
』

＝
二

〜
一
九
頁、

平

成

十
二

年

　「
穢
土

を

巡
る

1
聖
衆
来
迎
寺

「

六

道
絵
』」
『

朝
日

百

科

　

　
口

本
の

国

宝

別
冊

　
国

宝

と

歴

史
の

旅
六
』

「

地

獄
と

極
楽

　
イ

メ

ー

ジ

と

し

て

の

他

界」
二

〇

〜

　

　
四

九
頁
　

朝
日

新
聞

社、

平

成
十
二

年

（

4）
　
山
本
聡

美

「
各
幅
解
説

　
天

道
幅
」

『

国

宝

　
六

道
絵
」

一
一
二．
貝

　
中

央
公

論
美

術

出
版

　
平

　

　
成
卜
九
年

（

5）
　
平
成−
「

八

年
四

月

」

七

目

付
私
信

（

6）
　

加
須
屋
誠
〈
全

場
面

解

説
〉

「

天

道

幅
」

『

国

宝
　

六

道
絵』
一一．
二

〇

頁

（

7）
　
資
料
『
六

道

繪

相
略

縁
起
』

（
田

中

家
所
蔵

明
治
二

九
年
写

本）
「

国
宝

　
六

道

絵
』

三

四

六、
貝

　

　
中
央
公
論
美
術
出
版

　
平

成

十
九
年。

大
串
純
夫

は

江
戸
後

期
の

版

本
を

使
っ

た
と

思
わ

れ

る
が、

　

　
現

在
は

所
在
不

明

と

い

う。

（
8）
　
「

何
日

同
乗」
は

石
田

瑞

麿
の

訳
（ 、
源
信

著
石

田

瑞

麿
訳
「

往
生

要

集
」

『
原
典
日

本
仏

教
の

思

　

　
想
』

四

　
四
一
〜
四

二

頁
・
原
漢
文
三

三

三

頁

　
岩

波

書
店

　
平

成

三

年）
で

は

同
の

字

を
「．
と

も

　

　
に

乗
ら

ん」
と

訓

読
す
る

が、
こ

れ

は
一
同

じ

く

乗

ら

ん」
と

読
む

も

の

で

あ

ろ

う。

（
9）
　

鷹
巣
純
「
茨
木

市
水

尾

本
六

道
十
土

図

に

つ．
い

て

1
図
像

と

そ

の

構
成
を

巾
心
に

．
『
仏

教
芸

術』

　

　一一、
＝

ハロ
万

　

三

五

〜
五

五
百｛、
、

平

成
十

年

（
10）
　
「

北
野

天

神

縁
起
」

『

日

本
絵
巻
大

成
』

二
一
　

中

央

公

論

社

　
昭
和
五

三

年

（
11）

山
本

聡
美
解
説
「

〈

参

考
図

版
〉

フ

ー

リ

ア

美

術
館
所
蔵
「

天

道

幅
」

L

『

国
宝

亠
ハ

道
絵
』

一
七

　

　
六

頁

　
中

央

公

論
美
術
出
版

　
平
成
卜

九
年

（
12）
　
西

田

直
樹
『

「

仮
名
書

き

え

入

往
生

要
集」
の

成
立

と

展
開
」

資
料

編
三

八

八

頁

　
和
泉

書
院、

　

　
平

成
十
四

年

（
13）
　
高

岸
輝
「
当

麻
寺
奥
院
所
蔵

7
「

界

図

屏
風」」
『

國
華
』

第

＝【
二

四

号．一一
〜

二

四

頁
・
一
二

二

　

　
五

号
三

〜

十

二

頁、

平
成
九

年

（
U）
　
市
古

貞
次

校
注
「

熊
野
の

御
本
地
の

さ

う
し」

（

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室

蔵
本）
司

日

本
古
典
文

　

　
學

大

系
』

「

御
伽
草
紙．一
四
一
一
〜
四

三

三

頁

（
15）
　

秋

山

光
文
「
古

代
イ
ン

ド

に

お

け
る

飛

天

の

図
像
」

『

日

本
の

美
術
』

第
三

三

〇

号
一
飛

天

と

神97
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明
星

大

学
研
究

紀
要

【

目

木
文
化

学
部
・
言
語
文
化

学
科
】

第
十
六
号

　
二

〇

〇
八

年

　

　
仙
L

八

七

〜
九
八

頁、

平
成

五

年

（

16）

林
温

「

イ
ン

ド

の

飛

天
」

『

日

本

の

美
術
』

第
三

三

〇

号
］

飛
天

と

神
仙一
一
八

〜
三

四

頁、

平

　

　
成
五

年

（

17）
　
吉

村
怜
「

天
人

誕
生
図

像
の

研
究」
『

天
人
誕
生

図
の

研
究
　
東
ア

ジ

ア

仏
教

美

術
史
論

集
』

　一

　

　
〜
一
八

〇

頁、

東
方
書

店
　
平
成
十
一
年

（

18）
　
勝
木
言
一
郎
・
佐
藤
道
子
・
服
部
等
作
・
宮

下

佐
江
予
・
山
本
宏
子

　
フ

リ

ー

ト

ー

タ

「

天

女
を

　

　
め

ぐ
ウ

て
」

『

ア

ジ

ア

遊
学
』

第

十
四

号

「

天

女

1
そ

し

て

天

空
を

舞
う

も

の

た

ち

I
」

二

〜
二

七

　

　
頁、

平
成

十
二

年

（

19）
　
三

橋

健
「

五

節
舞
起

源
伝

説
考
」

『

國
学
院
雑

誌
』

九

丁
七

号

　
七

四

〜
九
六

頁、

平
成
二

年

（

20）
　
「

吉
野
天

人」
『

謡
曲
大
観
』

五

　
三

二

八

九

〜
三
二

九

六

頁

　
明

治
書

院
　
昭

和
六

年

（

21）
　

服
藤
早

苗
「
五

節
舞
姫
の

成

立

と

変
容
−

王

権
と

性
を

め

ぐ
っ

て

ー
『

歴

史
学
研

究
』

六
六

七

号

　

　一
ー
一
六

頁
　
平
成
七
年

（

22）
　
山

本
陽

子
「

御
簾
か

ら

見
え

る

天

皇
の

目

−

絵
巻
に

お

け

る

特
異

な

天

皇
表

現
に

つ

い

て

I」

　

　
『

明
星

大

学
研

究
紀
要
』

［
日

本
文
化
学
部
・
生

活
芸

術
学

科］

第
八

号

　
三

三

〜
四
一
頁、

平
成
十

　

　
二

年

（

23）
　
小
林
一
枝
「

白
鳥

処
女
説
話

と

羽

衣

伝
説

　
天

女

と

妖

精
の

世
界
」

『

天

使
と

天

女

　
天
界
か

ら

　

　
の

メ

ッ

セ

ー

ジ
』

八

八

頁、

岡

崎
市
美
術
博
物
館

　
平

成

八

年

（
24）
　

君
島
久
子

「
東
洋
の

天
女
」

『

文

学
』

四

〇
1

二

号

　…
〇

八

〜

＝

四

頁、

昭

和

四

七

年

（
25）
　
『

目

本
古
典
全

書
』

「

風
土

記
」

上

下
　
朝
日

新
聞
社

　
昭

和
三

五

年

（
26）
　
三

木

雅
博
「，
『

竹
取

物
語
』

と

孝

子
董
永
譚

−
日

中
天

女
降
臨
譚

に

お

け

る

『

竹

取
物
語
』

位

置

　

　
つ

け
の

試
み

I」
『

国
語
国
文
』

八

七

五

号
　一
ー

二

五

頁

　
平
成
十
九
年

（
27）
　

片
桐
洋
．

校
注

「

竹
取
物
語
」

『

日

本
古

典
文
学
全

集』
八

　
小

学
館

　
昭

和
四

七

年

（
28）
　
古
川
の

り

予

「

昔

話
「

天

人
女

房
譚
」

と

神

話

−
天
女

と

ア

マ

テ

ラ

ス

お

よ

び

カ

ム

ム

ス

ヒ

L

　

　
『

妖
怪
と
美
女
の

神
話
学
」

　一
七

八

〜
二

三

Q
頁

　
名
著

刊

行

会
　
平
成
元
年

（
29）
　

天
界
の

男
性
の

降

臨
譚
も

皆
無
で

は

な

く、
「

或
る

時
は
天

か

ら

降
っ

て

楽
器
を

製
作
し、

又

或

　

　
る

場
合
は
妙
音
に

誘
わ

れ

て

天

降
り
」

す
る

天

稚
御
子

は、．
平

安
時

代
か

ら
室
町

時

代
の

お

伽

草

紙

　

　
ま

で

登

場
す
る。

し

か

し

プ

ラ

ウ
ル

　

ァ

グ

ネ
シ

カ

（
「

天

入

降
臨
事

件
−

天
稚
御
子
の

イ

メ

ー

ジ

　

　
と

そ

の

意

味
」

『

立

教
大

学
大
学

院
日

本
文

学
論
叢
』

五
二

〜
六

八
ペ

ー

ジ

　

平
成

十
五

年）

に

よ

　

　
れ

ば、

鎌
倉
時
代
に

は
一
旦、
こ

の

話
の

中
で

天
か

ら

降
り

て

く

る

音
楽
神
は

天

女

と
さ

れ、

天

稚

　

御

子
は

物
語
か

ら

姿
を

消
し

て

い

る

と
い

う。
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